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㸺ㅰ㎡㸼
　本研究は 2015 年度 ・パール地震関㐃 国際⥭急共同研究ࢿ 67-

ㄪᰝᨭ（',3$�5-）࣒ࣛࢢࣟࣉに「ࢿパール地震後の都市部およ

：スに関する研究（研究代⾲者ࢭࣟࣉ㎰ᮧ部における住宅建ࡧ

大月ᩄ㞝㸪8PHVK　0DOOD）」に㑅出され、ຓᡂ㔠を受けて実施し

た研究である。ㄪᰝにはࢡ࢙ࢪࣟࣉトの共同研究者である .ZDSD 

(QJLQHHULQJ &ROODJH のᐈဨㅮᖌ %LMD\D .ULVKDQD 6KUHVWKD ඛ

⏕に༠ຊをいただいた。ンタࣗࣅーㄪᰝにࣜーࢲーの .ULVKQD 

6DGDQ $ZDO Ặをはࡌめከくの᪉々にはከ大の༠ຊをいただいた。

グをしてㅰពを⾲す。

 

１.研究の背景と目的 

東日本大震災で発生した福島第一原子力発電所（以下

「原発」という。）の事故により、原発周辺の自治体に対

し避難指示が行われ、発災から５年以上が経過した現在

もなお、多くの住民が自治体外への避難を余儀なくされ

ている１）。原発事故による避難者は、避難の過程で家族

や地域とのつながりがバラバラになり、避難生活を送っ

ている。そのため、避難者には孤立化や引きこもり、避

難生活の長期化によるストレスが生じるケースもある。 

福島県では、原発事故の避難者の長期の生活拠点とし

て、平成 29 年までに県内に 4,890 戸（70 地区）の「復

興公営住宅」を整備する予定である２）。復興公営住宅の

入居者は、高齢者が中心になることが予想されること３）、

また、応急仮設住宅等から再度の広域的な住み替えを伴

い、異なる原発事故の被災自治体の住民が同じ団地に居

住すること等の特徴を有する。そのため、復興公営住宅

では、長期居住に適したハードとしての環境の整備に併

せて、コミュニティの再構築や生活支援等のソフト施策 

を充実していくことが重要な課題となる。 

 

 

このため本稿では、復興公営住宅の入居者に対する「コ

ミュニティ形成支援」及び「生活支援サービス（見守り・

介護予防）の提供」に着目し、これらの取組みの現状と

問題点を明らかにし、復興公営住宅における効率的な生

活支援等の提供に係る課題を抽出することを目的とする。 

 

２.本研究の意義と研究方法 

災害公営住宅のコミュニティ形成や生活支援に関して

は、阪神・淡路大震災のものを中心に豊富な研究蓄積が

ある。既往研究では、入居者の高齢化や孤独等のコミュ

ニティ上の問題点の実態把握を通じて、入居者同士の共

助活動の支援や高齢化の進行に伴う LSAの派遣等の行政

サービスの提供の必要性等が指摘されている４）。一方、

本研究で扱う福島県復興公営住宅は、避難自治体の行政

サービスが行き届かない避難先で、異なる自治体の住民

間のコミュニティ形成や地域住民との関係性の構築、生

活支援に係る避難・受入自治体間の連携関係の構築の必

要性が大きい。こうした特徴のゆえ、従来の災害公営住

宅に比べて特殊かつ難しい課題を有する。しかし、福島 

 

福島県復興公営住宅の入居者への 
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県復興公営住宅のコミュニティ形成及び生活支援⯡を

扱った研究はᏑ在しておらࡎ、本研究のព⩏は大きい５）。 

本研究の方ἲは、⾲１に示すとおり、復興公営住宅の

入居者支援に携わる体へのࣄアࣜࣥࢢㄪᰝにᇶ࡙くも

のである。ㄪᰝを通じて、取組みに係るࢹーࢱを㞟し、

実態の把握、問題のศᯒを行い、ᚋの課題を⪃ᐹした。 

 

㸱.復興公営住宅の入居者へのコミュニティ形成 

支援の現状と課題 

�.� コミュニティὶဨの㓄⨨とไᗘᴫせ 

復興公営住宅には、福島県により「コミュニティ交ὶ

ဨ」が㓄⨨されている。⾲２に示す体⣔的なᴗົ体ไの

構築のもとで㸴）、入居者同士の交ὶ・コミュニティ活動、

自治会の⤖成、周辺の地域住民や地域㈨※・行政との関

係࡙くりの支援が行われている（ᅗ１）。平成 2�年度ᙜ

ึ 1�ྡで、第一期住宅整備に併せて「いわきᕷ」「㒆ᒣ

ᕷ」「福島ᕷ・会ὠⱝᯇᕷ」に事ົ所を設⨨して活動が行

われている。平成 28年度以㝆は、県内 70⟠所で整備予

定の復興公営住宅（ᅗ２㸵））のため、100 ྡ程度の体ไ

にቑဨ、事ົ所の設⨨࢚ࣜアもቑやされる予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�.� コミュニティὶဨのึືᮇのྲྀ⤌ࡳのᴫせ 

コミュニティ交ὶဨのᇶ本的な活動フローを整⌮した

ものがᅗ３である。まࡎ、入居者が☜定したẁ㝵で、入

居者同士の自ᕫ⤂介のሙとして入居๓交ὶ会を㛤ദし、

交ὶのきっかけ࡙くりを行う。入居㛤ጞᚋには、「コミュ

ニティ形成」と「自治会の⤖成」にྥけた支援を୪行し

て行う。取組みのᴫ要を以下に示す。 

��� ὶ➼の㛤ദࡿࡼコミュニティ形成支援 

コミュニティ形成にྥけて、復興公営住宅の㞟会所㸶）

等を活⏝し、定期的な交ὶ会（㣗会・おⲔ会等）や

、トを㛤ദする。入居者の交ὶ会へのཧຍをಁすためࣥ࣋

仮設住宅等の入居から関わりのある社会福♴༠㆟会の

生活支援┦ㄯဨ等にもཧຍを要ㄳし、併せて、᪂生活の

ᅔり事等を┦ㄯできるᶵ会を設ける工ኵをしている。ま

た、地域住民や受入自治体の関係ᶵ関にもኌけし、入

居者と地域との交ὶを生み出すᶵ会を設けている。 

 ��� ⮬の⤖成の支援 

自治会は、団地の共有✵間の⥔ᣢ⟶⌮（⟶⌮㈝・共┈

㈝、㥔㌴ሙ㈝等の徴やΎᤲ等）や入居者同士のコミュ

ニティ形成のᇶ┙、避難先の自治体や地⦕組⧊等との対

外的な関係࡙くりの❆ཱྀとなる。このため、団地⟶⌮体

ไ（団地⟶⌮ே・会ィ・㥔㌴ሙ⟶⌮ேの㑅出）の整備や

団地つ⣙のస成の支援に併せて、自治会の⤖成を支援し

ている。ල体的には、入居๓交ὶ会や入居ᚋの交ὶ会等

を通じて、自治会ᙺဨをᢸうキーマࣥの発᥀を行い、ೃ

⿵者を㑅出・౫㢗し、自治会のᙺ・自治会⤖成の点

や㈝⏝㈇ᢸ等について整⌮した㈨ᩱをస成し、自治会⤖

成のための㞟会の㛤ദを支援している。また、地域住民 

調査対象 実施時期※ 調査項目（ヒアリング調査） 

福島県（土木部企画調整部避

難地域復興局等） 

平成 27 年

１、３月 

コミュニティ交流員制度概要

と取り組み内容 等 

「特定非営利活動法人3.11被災

者を支援するいわき連絡協議

会（通称みんぷく）」 

平成28年1

月（追加ﾋｱ

ﾘﾝｸﾞを８月

実施） 

コミュニティ交流員の活動

内容、調査対象地区（会

津、いわき地区）の取り組み

内容等 

避難自治体（福祉部局・社会福

祉協議会）[大熊町、富岡町、双

葉町、浪江町] 
平成28年６

月 

調査対象地区での復興公

営住宅入居者への見守り・

生活相談、介護予防サービ

スの提供実態（調査対象地

区） 

受入自治体（福祉部局・社会

福祉協議会）[会津若松市] 

福島県相双保険事務所いわき

出張所 
平成28年

１月 

復興公営住宅入居者への

介護予防サービスの提供

実態等 

出所：福島県土木部建築住宅課資料、企画調整部避難地域復興局生活拠点課へ

のヒアリング結果より作成。 

計画戸数：整備予定戸数 

完成戸数：平成28年5月時点

いわき市 

郡山市 

エリア 

福島市・ 

会津若松市 

エリア 

[福島市] 
計画戸数：475 戸 
完成戸数：129 戸 

[二本松市] 
計画戸数：346 戸 
完成戸数：0 戸 

[会津若松市] 
計画戸数：124 戸 
完成戸数：89 戸 

[郡山市] 
計画戸数：570 戸 
完成戸数 490 戸 

[三春町] 
計画戸数：217 戸 
完成戸数：53 戸 

[川俣町] 
計画戸数：120 戸 
完成戸数：0 戸 

[南相馬市] 
計画戸数 

：927 戸 
完成戸数 

：761 戸 

[いわき市] 
計画戸数：1,768 戸 
完成戸数：414 戸 

ᅗ２ 復興公営住宅のᩚഛඛ㸦⮬య㸧と 

コミュニティὶဨの活ື࢚ࣜ 

出所：福島県企画調整部避難地域復興局生活拠点課資料より作成

⾲２ コミュニティὶဨのᴗົయไ 

⾲１ 本ㄪᰝのᑐ㇟・ᐇᮇ・ㄪᰝ㡯目

コ ミ ュ ニ テ ィ

交流員 

交流活動の支援、イベントの企画等を実施する現場の職

員。復興公営住宅 100 戸に２名程度を配置 

ス ー パ ー バ

イザー（SV） 

交流員の業務の指導・監督等（地元自治体との協議、地

域団体との連携協力等）。交流員 10 名に１名程度の配置 

全体総括 
SV、コミュニティ交流員の指導監督。研修計画の企画立

案・実施等（資質向上）。全組織に１名配置 

出所：福島県資料及びコミュニティ交流員のヒアリング結果より作成

復興公営住宅入居者と 
周辺地域との関係づくり支援 

・自治会の結成の支援 
・イベント交流活動開催、コミュニティ情報の発信 

・受入側自治体 
・地元町内会 
・地域資源（生活支援相

談員、NPO 等） 
との調整 

復興公営住宅 

コミュニティὶဨ㸦福島県タ⨨㸧 

復興公営住宅の入居者 
同士のコミュニティ形成支援 

入居者 

ᅗ１ コミュニティὶဨの活ືෆᐜ 

※ 調査ヒアリングは平成 24 年度から継続実施しているが、本稿のデータは平成 27
年１～８月の実施調査（震災から３年 10 か月から４年３か月時点）に基づく。 
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⾲㸱 復興公営住宅の入居㛤ጞ・⮬⤖成ᮇ㸦+㸸ᖹ成㸧 

 団地名 入居自治体 入居開ጞ時 自治会結成 

会津

地区 

㻭 団地 
1 ྕᲷ 大、浪 㻴27 年 1 月 㻴27 年 7 月 

2,3 ྕᲷ 富、大、浪 㻴27 年 1 月 㻴27 年 8 月 

㻮 団地 富、大、双、浪 㻴26 年 12 月 㻴27 年 4 月 

いわ

き地

区 

㻯 団

地 

1,2 ྕᲷ 富 㻴27 年 2 月 㻴27 年 7 月 

3 ྕᲷ 大 

㻴27 年 4 月 

ᮍ結成 

4,5 ྕᲷ 浪 㻴27 年 8 月 

5 ྕᲷ 双 㻴27年10月 

㻰 団地 富、大、双、浪 㻴27 年 4 月 㻴27 年 7 月 

㻱 団地 富、大、浪 㻴27 年 8 月 ᮍ結成 

郡山

地区 

㻲 団地 富、大、双、浪 㻴27 年 3 月 㻴27年11月 

㻳 団地 富、大、双、浪 㻴27 年 1 月 㻴27 年 6 月 

㻴 団地 
1 ྕᲷ 双 㻴26 年 11 月 㻴27 年 6 月 

2 ྕᲷ 富、大、双、浪 㻴27 年 9 月 ᮍ結成 

㻵 団地 富 㻴27 年 2 月 㻴27 年 9 月 

㻶 団地 富、浪 㻴26 年 12 月 㻴27 年 4 月 

福島

地区 
㻷 団地 富、浪、㣤 㻴27 年 10 月 㻴27年10月 

 

との交ὶにྥけて、地域の⏫内会ᙺဨ等と交ὶのᶵ会を

設け、自治会⤖成ᚋの地域の⏫内会ຍ入へのᶫΏしを行

う㸷）。⾲３は平成 27年ᮎ点で入居㛤ጞされた復興公営

住宅団地における自治会の⤖成状ἣを示している。12団

地のうࡕ㸷団地で自治会が⤖成されているが、ྛ団地と

も入居㛤ጞᚋ༙年程度で自治会⤖成に⮳っている１㸮）。 

�.� ᆅᇦู・ᅋᆅูのྲྀ⤌ࡳのᕤኵⅬと課題 

復興公営住宅の立地する地域（自治体）や団地のつᶍ・

入居者等の特性により、コミュニティ形成や自治会の⤖

成・⏫内会ຍ入の難しさや課題は異なる。このため、コ

ミュニティ交ὶဨは、ᅗ３に示すᇶ本フローを㋃まえつ

つ現ሙࡈとにព工ኵしている。そこで、特性の異なる 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⾲㸲 ㄪᰝᑐ㇟のᆅ区ཬࡧᅋᆅのᴫせ 

 会津地区（会津若松市） いわき地区（いわき市） 

地区

特ᛶ 

・人ཱྀῶᑡが㐍䜐୰で、避難者の受

入にはẚ㍑ⓗዲពⓗ。 

・᪤成市⾤地内にᑠつᶍ䛺団地を整

備。 

・避難者が㞟✚し、地域住Ẹ

との㌵㎚䜒୍部で発生。 

・大㔞の供⤥がồ䜑ら䜜、

大つᶍ䛺団地䜒整備。 

団地 㻭 団地 㻮 団地 㻯 団地 

≀ⓗ

概要 

3 Ჷ 50 戸、㻾㻯

㐀 4 㝵ᘓて、

㞟会所䛒り 

1 Ჷ20 戸、㻾㻯 㐀4

㝵ᘓ、㞟会所䛺し 

6 Ჷ 200 戸、㻾㻯 㐀 5 㝵、 

㞟会所䛒り 

入居

者特

ᛶ 

大熊町 41 ୡᖏ 

浪江町 3 ୡᖏ 

富岡町 2 ୡᖏ 

✵ᐊ１戸 

㧗㱋⋡ 51䠂 

大熊町 12 ୡᖏ 

浪江町 4 ୡᖏ 

富岡町 3 ୡᖏ 

双葉町 3 ୡᖏ 

㧗㱋⋡ 26䠂 

1、2 ྕᲷ：富岡町 

3 ྕᲷ：大熊町 

4・5 ྕᲷ：浪江町 

6 ྕᲷ：双葉町、浪江町 

㧗㱋⋡ 67䠂 

備⪃ ・町内会との関係づくりはⰋዲ。 

・㻮 団地はᑠつᶍ䛺䛯䜑㞟会所がᮍ

タ置。㻭 団地とྜ同、ཪは㥔㌴場等

を活⏝し、入居者䜔周辺住Ẹ等との

交流活動がᒎ開䛥䜜ている。 

・大つᶍ団地で、いわき市営

の災ᐖ公営住宅が㞄᥋。

地域の町内会との関係づく

りがㄢ㢟。㞟会所活⏝の交

流活動は活発。 

「会ὠ地区」に立地するᑠつᶍ団地と、「いわき地区」に

立地する大つᶍ団地を対㇟に、コミュニティ交ὶဨの活

動の現状・工ኵ点と、ᚋの課題について整⌮した。 

⾲４に対㇟とした地区及び団地のᴫ要、ᅗ４に取組み

の工ኵ点を示す。ᅗ４においてۻ༳は会ὠ地区の団地、

 。༳はいわき地区の団地の取組みを示しているۼ

��� ὶの㛤ദࡿࡼコミュニティ形成支援 

⾲５はいわき地区の㹁団地、⾲㸴は会ὠ地区の㸿・㹀

団地について、入居㛤ጞᚋ༙年程度のึ動期の交ὶ会等

の㛤ദ状ἣと入居者のཧຍ状ἣを示したものである。 
大つᶍ団地でのいわき地区・㹁団地では、住Ჷࡈとに

入居者の避難ඖ自治体が異なるため、⾲５に示すとおり、 

自治会䜔住Ẹ同士の自発ⓗ交流・コミュニティ活動のᒎ開へ 

出所：福島県資料及びコミュニティ交流員のヒアリング結果より作成

 
 
 
䖃周辺

町内
会等
との
関係
づく
り 

䖃入居๓ㄝ᫂会の開催（県の県営住宅⟶⌮事務所催） 
・団地䝹ー䝹等のㄝ᫂ 

䖃入居๓交流会の開催（コミュニティ交流員催） 
・入居者同士の㢦ྜわ䛫、地域情報のඹ᭷ 

復興公営住宅への入居開ጞ 

復興公営住宅の入居者の☜定 

出所：福島県資料及びコミュニティ交流員のヒアリング結果より作成

䐠団地の⟶⌮体制の整備支援 

䖃団地⟶⌮体制の組織（団
地⟶⌮人、会計、㥔㌴場⟶
⌮人等の㑅出） 

䖃団地の⟶⌮つ⣙のస成（㞟
会所の⟶⌮、ඹ⏝✵㛫のΎ
ᤲ・㝖㞷等） 

䐟コミュニティ形成支援 

䖃コミュニティ交流員
催に䜘る㞟会所
での定期ⓗ䛺交流
会（䛚Ⲕ会、イベン
ト等）開催に䜘る交
流活動 

䖃自治会䜔入居者の
体に䜘るコミュニ
ティ活動への支援 

ᅗ㸱  コミュニティὶဨのึືᮇẁ㝵の活ືのᇶ本࣮ࣟࣇ 

䈜ධᒃ⮬య䛿ḟの㏻り。ᐩ：ᐩᒸ⏫、：⇃⏫、：ⴥ⏫、ᾉ：ᾉỤ⏫、㣤：

㣤⯓ᮧ 

䕔入居開ጞ๓・入居開ጞ時のコミュニティ交流員の活動の概ᛕ 

䖃団地⟶⌮体制の組織、団地⟶⌮つ⣙等の
⟶⌮䝹ー䝹のస成の支援 

䖃交流会の開催に䜘る入居者同士の交流支援 

䖃団地自治会
のᙺ員ೃ⿵、
団地⟶⌮人・
会計・㥔㌴場
⟶⌮人等の
団地⟶⌮の
䜻ー䝬ンの発
᥀・౫㢗 

䖃受入自治体との調整、
地元町内会等の周辺地
域との調整・関係づくり
（ᣵᣜ・交流会ᣍᚅ等） 

入居者 

䜻ー䝬ン 

復興公営住宅団地 

コミュニティ交流員 

周辺地域 

地元自治体 

町内会 

（地⦕組織） 

䕔自治会結成・町内会加入に⮳るẁ㝵でのコミュニティ交流員の活動の概ᛕ

䖃入居者体の
交流活動への
ᒎ開の支援 

䖃団地の自治会
結成の支援 

䖃団地自治会と町内会の
関係づくり支援（町内会
への加入） 

入居者 

䜻ー䝬ン 

復興公営住宅団地 

コミュニティ交流員 

周辺地域 

町内会 

（地⦕組織）

䐡自治会結成の支援 

䖃団地自治会の結成支援 
䖃団地自治会の地域町内会へ

の加入支援 
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コミュニティ交流員の取組み内容 ྛ地域・団地でのコミュニティ交流員の取組みのᕤኵ 

入
居
前 

入
居
開
始
後 

【大規模団地での異なるコミュニティ

の住民が交流しやすくする工夫☆】 

䕿イベントにはྛ住Ẹの名ᮐを⏝

ពし、ᖐᒓする町ᮧ（避難元町

ᮧ）䜔住Ჷ䛤とにⰍをศ䛡、入居

者同士が名๓と㢦をぬ䛘䜔すく

する。 

【大規模団地での参加を促すための工夫☆】 

䕿㞟会所のイベントは目ⓗᆺに䛺りが䛱䛰が、目ⓗをᣢ䛯䛪に特定

の時㛫に㞟会所に㞟䜎り、ྛ䚻がዲき䛺䛣とをする「䜎䛳䛯り䜹䝣䜵」

を開催し、ᵝ䚻䛺人が自⏤にཧ加できる䜘䛖にする。 

䕿ᙜึの交流会は同䛨自治体の住Ẹが住䜐住Ჷ༢で開催し、ཧ加

を⩦័づ䛡る（ᚎ䚻に、␗䛺る自治体の住Ẹが交流するイベントに

ᒎ開していく）。 

【住民主体の交流活動に移行するための工夫★☆】 

䕿㞟会所のイベントをᚎ䚻に入居者の体ᛶにᘬき継䛠䛯䜑、入居者から㊃活動等のイベントの䜻ー䝬ン

を発᥀し、入居者と୍⥴にイベントを䛡る活動を⾜䛳ている。 

䕿ᚑ๓ႚⲔᗑを⤒営してい䛯住Ẹに㞟会所で䜹䝣䜵を開く䛣とを䜃か䛡、㐌１ᅇ䜹䝣䜵を開いている。䜹䝣䜵

はコーヒー௦と䜹䝣䜵を支䛘る入居者のເ㔠⟽のᐤ㔠に䜘り⤒営している。（䖪） 

【団地管理人等の負担を軽減し、なり手を増やす工夫☆】 

䕿㞟会所の㘽の⟶⌮を県の⟶⌮ᢸᙜ者と調整し、ス䝨ア䜻ーをタ䛡、交流員と団地⟶⌮人がඹ同で⟶⌮す

る䛺䛹、⟶⌮人の㈇ᢸを㍍ῶし、䛺りᡭをቑ䜔す䛯䜑のᕤኵをしている。 

䕿ඹ⏝ᗯୗ䜔ᩜ地内のΎᤲ䝹ー䝹等の団地⟶⌮つ⣙の䜂䛺形を予䜑交流員がస成し、ಶ䚻の団地の᮲௳

にྜ䛳て団地⟶⌮人等が⟶⌮つ⣙を᳨ウし䜔すくするᕤኵをしている。 

【団地入居者の管理の負担を軽減する工夫★】 

䕿㧗㱋者୰ᚰの入居者䛰䛡ではᅔ難䛺㝖㞷等の㔜ປാのస業に䛴いては業者にア䜴ト䝋ー䝅ングし、ጤ

ク業者の㑅定・ඹ┈㈝のタ定等の支援を⾜䛳ている。 

【自治会や町内会の必要性を認識してもらう工夫★】 

䕿入居者に自治会の結成のᚲ要ᛶをㄆ㆑して䜒ら䛖䛯䜑、町内会䜔組㛗のᙺ、町内会の組み、町内会加

入の䝯リ䝑ト、㈝⏝㈇ᢸ等に䛴いて整⌮し、入居者がุ᩿し䜔すくする。 

【高齢化する小規模団地での自治会づくり等の工夫★】 

䕿ᑠつᶍ䛺団地では、団地の自治会の結成と周辺の町内会への加入は二㔜ᵓ㐀１１）に䛺り、住Ẹの㈇ᢸに䛺

る䛯䜑、団地の自治会を結成䛫䛪、䛭の䜎䜎町内会に加入する䜘䛖່䜑ている。 

② 団地管理人等の選出、 

団地の管理規約の策定支援 

䕿団地のඹ⏝✵㛫の⥔ᣢ⟶⌮

を⾜䛖䛯䜑、団地⟶⌮人等の

㐺௵者の㑅出、団地の⟶⌮つ

⣙の⟇定を支援する。 

䛆入居者にと䛳ての取り組みのᚲ

要ᛶ䛇 

䕿居住者が自ら団地を⟶⌮する体

制を䛴くる䛣とで、⟶⌮体の県

の㈇ᢸを㍍ῶでき、団地༢の

自治会ᶵ⬟の基┙づくりができ

る。 

【入居者同士の交流を促すための工夫★☆】 

䕿自ᕫ⤂介、㣗会を開催し、㢦䛺䛨みに䛺る䛯䜑の取り組みを⾜䛖。 

䕿ྛ入居者の地元自治体の生活支援相談員に䜒ཧ加して䜒ら䛖䛣とで、ᚑ๓の住䜎いからの㢦䛺䛨みの人が

いる䛣とで会ヰをし䜔すくする。䜎䛯、コミュニティ交流員䜒ᚑ๓の人㛫関係等の情報をᢕᥱし䜔すくする。 

【地域情報の共有化のための工夫★☆】 

䕿地域の生活利౽施タ（᭱ᐤရᗑ⯒、㝔等）の情報を䜎と䜑、Ꮚを配ᕸする。 

䕿地域䛤とに䝹ー䝹が␗䛺り㏆㞄住Ẹとト䝷䝤䝹に䛺り䜔すい内容（䛤みのศู᪉法等）に䛴いてㄝ᫂する。 

【町内会との関係づくり★】 

䕿地域の受入䜜体制が整䛳ている場ྜは、交流会に

町内会㛗にཧ加して䜒ら䛖。入居者に町内会に加

入する利点等をヰして䜒らい、入居者に町内会との

関係づくりを᪩い時期からㄆ㆑して䜒ら䛖。 

【町内会との関係づくり☆】 

䕿大つᶍ団地では自治会の立䛱上䛢が時㛫がかか

る䛯䜑、町内会に団地で自治会を立䛱上䛢ᚋ、町

内会との関係づくりをするᚋの䝥䝻䝉スをㄝ᫂

し、町内会にきྜいのㄆ㆑を⌮ゎして䜒ら䛖。 

 入居前交流会の開催 

䕿入居開ጞ๓に、コミュニティ交

流員が催で「入居๓交流

会」を開催。 

 

䛆入居者にと䛳ての取り組みのᚲ

要ᛶ䛇 

䕿避難ඛの地⦕の䛺い地域で生

活する䛣と、䜎䛯見▱ら䛼住Ẹ

同士で生活する䛣とは、入居者

にと䛳てᏳで䛒り、入居者同

士䜔地域との᥋点をᣢ䛴ᶵ会づ

くりができる。 

ᅗ㸲 ㄪᰝᑐ㇟ᅋᆅ࡛のコミュニティὶဨのྲྀ⤌ࡳのᕤኵ 

出所：福島県資料及びコミュニティ交流員のヒアリング結果より作成

ซ 䖩：会津地区 㻭 団地、㻮 団地の取組み 

ซ 䖪：いわき地区 㻯 団地の取組み 

① 定期的な交流会の開催 

（お茶会、イベント等） 

䕿復興公営住宅にタ置䛥䜜る

㞟会所を活⏝し、入居者同士

の交流・コミュニティ活動を実

施する。 

 

䛆入居者にと䛳ての取り組みのᚲ

要ᛶ䛇 

䕿入居者同士䜔地域住Ẹが㢦見

▱りに䛺る䛰䛡で䛺く、相交

流をಁす䛣とで、避難ඛのඹ同

生活のコミュニティの基┙づくり

ができる。 

䜎䛯入居者のᏙ立の防Ṇを

ᅗる䛣とができる。 

【地域住民と交流しやすくする工夫★☆】 

䕿地域のᑠ୰Ꮫᰯの活動の発⾲会等を㞟会所で開催する。Ꮚ供䛰䛡で䛺く、䛭の∗ẕ（地域住Ẹ）に䜒ཧ加し

て䜒らい、ከୡ௦交流の場をタ䛡る。 

䕿地域の町内会㛗にཧ加して䜒らい、入居者が地域と᥋点をᣢてるᶵ会をタ䛡る。 

【参加を促すための工夫★☆】 

䕿௬タ住宅の入居時の関係者（見守り・生活相談活動をしている社会福祉協議会の生活支援相談員等）に䜒

ཧ加して䜒ら䛖䛣とで、᪂しい団地でのᅔり事等の相談をし䜔すくする。 

䕿交流イベントはཧ加者の䝺䜼ュ䝷ーがし䜔すく、㧗㱋⏨ᛶがཧ加し䛺いഴ向が䛒る。䛭の䛯䜑、⁺ᖌ䜔大

ᕤ等のᚑ๓の職業のス䜻䝹をᘬき出し䜔すいイベント（木ᕤベン䝏づくり䜔㨶調⌮等）を䛡、⏨ᛶཧ加

を䜃か䛡る。 

【団地管理人等の候補者探しの工夫★☆】 

䕿避難元自治体から௨๓自治会会㛗等をᢸ䛳てい䛯者等を᥎⸀して䜒らい౫㢗する。 

③ 団地自治会の結成、 

町内会への加入 

䕿団地の自治会の立䛱上䛢を

支援する。 

䛆入居者にと䛳ての取り組みのᚲ

要ᛶ䛇 

䕿入居者同士のコミュニティ䜔情

報ඹ᭷の基┙、避難ඛの⾜ᨻ

䜔地⦕組織等との対እⓗ䛺関

係づくりの❆ཱྀ整備ができる。 
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実施
ᅇ数 

ཧ加≧ἣ 
（ཧ加者・  
 ཧ加⋡） 

交流会（住Ჷ༢୰ᚰ） 
䛭ののイベント 

（団地全体） 
咆
ྕ
Ჷ 

咇
ྕ
Ჷ 

咈
ྕ
Ჷ 

咉
ྕ
Ჷ 

咊
ྕ
Ჷ 

咋
ྕ
Ჷ 

各
吚
向 

5 月 5 201䛆40䛇（59䠂） 
交流会 

[5㻛15] 
交流会 

[5㻛22] 

交流会 
[5㻛29] 

交流会 
[5㻛31] 

交流会 
[5㻛28] 

      

6 月 2 168䛆84䛇（25䠂）       ኤ㣭り 
[6㻛25～8㻛3] 

ኤ䝒アー[8㻛6] 
䛚⑂䜜ᵝ会[8㻛17] 

     

7 月 4 174䛆44䛇（32䠂） 
 交流会 

[7㻛3] 

交流会 
[7㻛10] 

交流会 
[7㻛17] 

      

8 月 3 202䛆67䛇（19䠂） ୰Ꮫᰯ྿ዌᴦ会 [8㻛21]   

䜹䝣䜵 
[8㻛25～

12㻛22] 

    
9 月 2 77䛆39䛇（11䠂）      

アート 
䝣䜵スティバ䝹 
[9㻛24～10㻛21] 
バス䝒アー
[11㻛9] 

 

10 月 6 138䛆23䛇（7䠂）  
交流会 

[10㻛2] 

 䜽䝷䝣ト 
制స 
[10㻛22～

12㻛10] 

  

11 月 5 129䛆26䛇（8䠂）  
  

ベン䝏 
制స 
[11㻛2～

12㻛21] 

䜹䝷䜸䜿会[11㻛25] 
፬人会・ 

䢈䢛䢓ﾝ䡼䡬[11㻛18] 

12 月 8 254䛆32䛇（9䠂）  
 䜽リス䝬ス会 

[12㻛22～12㻛24] 
 

 

 

᭱ึの交ὶ会は住Ჷ༢で㛤ദし、そのᚋに団地体の

交ὶを目的としたᵝࠎなࣥ࣋トが㛤ദされている。交

ὶ会とࣥ࣋トはẖ᭶」ᩘᅇ（ィ２ᅇ㹼㸶ᅇ）㛤ദされ

ている。交ὶ会へのཧຍと交ὶをಁすため、コミュニテ

ィ交ὶဨはḟのような工ኵをしている。ձ㛤ദ内㓄ᕸ

の戸ูゼ問に入居者の㢦・ྡ๓・部ᒇ␒ྕを整⌮し、

入居者同士の交関係を把握した上で、ே同士をㄏっ

てཧຍするようኌがけをする。ղཧຍ者のྡᮐを住Ჷẖ

にⰍศけし、入居者同士の㢦とྡ๓をぬえやすくする。 
しかし、こうした工ኵにもかかわらࡎ、ཧຍ状ἣはⰾ

しくない。⾲５で入居者のཧຍ状ἣをみると、住Ჷ༢

での᭱ึの交ὶ会は体平ᆒで 59㸣のཧຍが見られた

が、そのᚋはཧຍ率がప下してきており、ࣥ࣋トのཧ

ຍ率は１をษっている。高齢化がⴭしい状ἣ下で、ཧ

ຍ者がᅛ定化しつつあり交ὶの㢖度のᑡない住民のᏑ在

がコミュニティ交ὶဨへのㄪᰝでも指摘されている。 
会ὠ地区では、ᑠつᶍな B 団地に㞟会所が設⨨されて

ない問題が大きい。㏆㞄の┦対的につᶍの大きい A 団地

に㞟会所が設⨨されているため、交ὶ会は A 団地の㞟会

所において２団地合同で㛤ദされている。⾲㸴でཧຍ状

ἣを見ると、交ὶ会の体ཧຍ率は２ᙉに␃まってい

る。ᡭⱁᩍᐊ等のࣥ࣋トも᭶１㹼２ᅇ㛤ദされている

が、そのཧຍ率はさらにపい。コミュニティ交ὶဨへの

ㄪᰝでは、期間に B 団地のཧຍ者が特にᑡなくなるこ

と、住民のኌとしても住Ჷ内に㞟会ᐊの☜ಖの要ᮃが大

きいことが指摘されており、㞟会所のない団地でのコミ

ュニティ形成の᥎進は大きな課題であるとゝえる１２）。 

また、特定の目的のࣥ࣋トはその内ᐜに関心のない

者のཧຍはᚓにくい。୧地区の共通の課題として、交ὶ

㢖度のᑡない者のཧຍをಁすけとともに、特定目的

ᆺのࣥ࣋トࡔけでなく、ᵝࠎな者が自⏤にཧຍできる

交ὶのけ࡙くりが重要と⪃える１３）。 

  
開催᪥ 交流会・イベントの内容 ཧ加人数 （ ）㻦はཧ加⋡※ 

1 月 26 ᪥ ᪂春交流会（䢈䢓䡼ﾞﾝ䡹、ᩱ⌮、䡲䢓䡱䡵） 入居者 31 名 （24䠂） 

2 月 18 ᪥ ᡭⱁᩍᐊ（サ䝪テンづくり） 入居者 8 名（6䠂） 

2 月 29 ᪥ 交流会（ⴠㄒ会、䡲䢓䡱䡵） 
入居者 33 名（25䠂） 

町内会 2 名 

3 月 4 ᪥ ᡭⱁᩍᐊ（ᡭⱁ、䛚Ⲕ会） 
入居者 15 名（11䠂） 

ᚰの䡵ｱ䡺ﾝ䡼䡬ー1 名 

3 月 9 ᪥ ᡭⱁᩍᐊ（サ䝪テンづくり） 入居者 5 名（4䠂） 

3 月 15 ᪥ 交流会（ⴠㄒ会、䡲䢓䡱䡵） 
入居者 27 名（21䠂） 

町内会 2 名 

5 月 19 ᪥ 䛚Ⲕ会 入居者 19 名（15䠂） 

6 月 1 ᪥ ㊃の会（┿Ṕ制స） 入居者 8 名（6䠂） 

  

��� ⮬の⤖成ཬࡧ⏫ෆへのຍ入の支援 

団地ࡈとの特性により自治会の⤖成の課題は異なる。 
いわき地区の C 団地では、４⏫が住Ჷ༢で入居する

大つᶍ団地であるため、団地体で一つの自治会の⤖成

では自治会活動に支㞀を来す。このため、ྛ住Ჷ༢で

自治会を⤖成し、そのᚋに体を᮰ࡡる連合自治会を⤖

成することとしている。しかし、住Ჷ（避難自治体）ࡈ

とにᙺဨのなりᡭの有↓等の状ἣが異なり、自治会がᮍ

⤖成の住Ჷがある（⾲４）な、連合自治会の⤖成の㊊

୪みがᥞうまで間を要している。高齢化のⴭしい大つ

ᶍ公営住宅団地での自治会の⤖成は課題であるとゝえる。 
一方、入居者ᩘのᑡないᑠつᶍ団地では団地自治会が

ᶵ能しにくい。会ὠ地区のB団地では自治会を⤖成せࡎ、

地域⏫内会に┤᥋ຍ入する工ኵをしている１４）。 

団地自治会の⤖成ᚋは、地域での交ὶにྥけて地域⏫

内会へຍ入することが一⯡的である。会ὠ地区では、ᑠ

つᶍ団地であり、地域⏫内会へのຍ入がに行われた。

しかし、いわきᕷの C 団地では、団地自治会が既Ꮡの地

域⏫内会のつᶍをしのࡄ大つᶍであるため、⏫内会との

関係の構築はまࡔ進ࢇでいない１５）。団地連合自治会の⤖

成ᚋに、地域⏫内会との交ὶを㛤ጞすることとされてい

るが、団地と地域との関係࡙くりは、交ὶ会の㛤ദ等と

も連携してẁ㝵的に進めていくことが必要と⪃える。 

⾲㸳 ࡁࢃ࠸ᆅ区の㹁ᅋᆅ㸦つᶍᅋᆅ㸧࡛のὶ➼の㛤ദ状ἣとཧຍ状ἣ㸦ᖹ成��ᖺ㸧 

出所：コミュニティ交流員のヒアリング結果より作成

出所：コミュニティ交流員の㟁ヰヒアリング結果より作成

⾲㸴 ὠᆅ区の㸿ᅋᆅཬࡧ㹀ᅋᆅ࡛のྜྠὶ・ࢺࣥ࣋
の㛤ദ状ἣとཧຍ状ἣ㸦ᖹ成 ��ᖺ㸧 

䈜ྛᅇのཧຍேᩘ䜢䠎ᅋ地のᒃ住⪅ᩘ䠄㻴㻞㻣 ᖺ 㻥 ᭶ᮎ点䠅䛷りᡠ䛧䛯ྜ 

䈜 䛆 䛇ෆ䛿䠍ᅇᙜ䛯りのཧຍேᩘ。 䠄 䠅ෆ䛿䠍ᅇᙜ䛯りのཧຍ⋡。ཧຍேᩘ䜢ヱᙜのධᒃ⪅䠄ィ 㻟㻠㻝 ྡ：ᐩᒸ⏫ 㻝㻟㻝 ྡ、⇃⏫ 㻢㻡 ྡ、

ⴥ⏫ 㻟㻢 ྡ、ᾉỤ⏫ 㻝㻜㻥 ྡ䠄ᖹ成 㻞㻣 ᖺ䠕᭶ᮎ⌧ᅾ䠅䠅䛷㝖䛧䛯ྜ 
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㸲㸬復興公営住宅の入居者への生活支援ࢫࣅ࣮ࢧ㸦ぢᏲ

 の現状と課題ࡳ⤌ㆤண㜵㸧のᥦ౪のྲྀ・ࡾ

復興公営住宅の入居者は高齢者が中心であり１㸴）、ୡᖏ

つᶍもᑠさい。コミュニティ形成にຍえて、見守り・生

活┦ㄯや介護予防等による生活支援がồめられる。 

�.� ぢᏲࡾ・生活┦ㄯのᐇ状ἣと課題  

コミュニティ交ὶဨの活動の中で入居者の日ࠎの状ἣ

☜ㄆが行われているが１㸵）、高齢者等の生活のᏳ心☜ಖの

ためには、社会福♴༠㆟会（以下「社༠」という。）の生

活支援┦ㄯဨ等によるᑓ㛛的な生活┦ㄯと一体となった

ಶูゼ問による見守りがồめられる。⾲㸵は会ὠ地区及

びいわき地区の避難自治体による見守り・生活┦ㄯの実

施状ἣと、受入自治体における支援状ἣを示している。

また、⾲４に示した復興公営住宅の入居者に対する提供

スキー࣒を整⌮したのがᅗ５及びᅗ㸴である。 

会ὠ地区では、会ὠⱝᯇᕷに社༠ᶵ能を⨨いている大

⇃⏫では見守り・生活┦ㄯを行っているが１㸶）、そのの

避難自治体の住民に対しては、受入自治体の会ὠⱝᯇᕷ

社༠がサービス提供をᢸっている。会ὠⱝᯇᕷ社༠の取 

⾲㸵 㑊㞴⮬య➼ࡿࡅ࠾ぢᏲࡾ・生活┦ㄯのᐇ状ἣ 

 会津地区 いわき地区 

㑊
㞴
⮬

య 

ᐩ
ᒸ
⏫ 

・社協郡山事務所で、ᛂᛴ௬タ住

宅・上䛢住宅、復興公営住宅を

対象に実施。生活支援相談員は 8

名。ᙜ地区ᢸᙜは 4 名、2 䝏ー䝮

（1 䝏ー䝮 2 名）で活動。 

・復興公営住宅は㧗㱋者を୰ᚰに 1

ᅇ㻛月程度の㢖度でゼၥする予定

で䛒るが、現時点でᮍゼၥ、会津

若松市社協・大熊町社協のゼၥ時

に情報提供を受䛡ている。 

・社協いわき支所で、ᛂᛴ௬タ住

宅・上䛢住宅、復興公営住宅

を対象に実施。 

・生活支援相談員は 18 名。䛖䛱

復興公営住宅ᢸᙜは 6 名、3 䝏

ー䝮（1 䝏ー䝮 2 名）で活動。 

・平ᆒ㐌１ᅇ程度の㢖度でゼၥ。

⊂居㧗㱋者等ὀពを要する者

は数᪥に１ᅇ程度と㢖度を上䛢

てゼၥ。 


⇃
⏫ 

・社協会津若松出張所で、ᛂᛴ௬

タ住宅・上䛢住宅、復興公営住

宅を対象に実施。 

・生活支援相談員は 6 名、3 䝏ー䝮

（1 䝏ー䝮 2 名）で活動。 

・対象者にᛂ䛨てゼၥ㢖度をኚ䛘て

いる。䠝䝷ン䜽はᙅ㧗㱋者等で１

㐌㛫に１ᅇ、䠞䝷ン䜽は୍⯡㧗㱋

者で 1 䞄月に１ᅇ、䠟䝷ン䜽は䛭の

の者で 3 䞄月に１ᅇ程度。 

・社協いわき連絡所で、ᛂᛴ௬タ

住宅・上䛢住宅、復興公営住

宅を対象に実施。 

・生活支援相談員は14名、7䝏ー

䝮（1 䝏ー䝮 2 名）で活動。 

・ゼၥ㢖度は 1 䞄月༙に 1 ᅇから

2 䞄月に 1 ᅇ程度。 

・会津地区と同ᵝの䝷ン䜽ู㢖度

でのゼၥが目ᶆ䛰が、エリアが

ᗈく避難者䜒ከい䛯䜑難しい。 


ⴥ
⏫ 

・会津若松市社協に౫㢗して実施。

町社協は 2 䞄月に 1 ᅇ、会津若松

市社協に同⾜してゼၥ。 

・社協いわき本部で、ᛂᛴ௬タ住

宅・上䛢住宅、復興公営住宅

を対象に実施。 

・生活支援相談員は5名。ゼၥᅇ

数は平ᆒ 3 䞄月に１ᅇ程度（要

支援者はゼၥ㢖度を上䛢る）。 

ᾉ
Ụ
⏫ 

・基本は会津若松市社協に౫㢗。2

䞄月に 1 ᅇ、会津若松市社協に同

⾜してゼၥ。 

・福島県相双保福祉事務所に

౫㢗して実施。 

・保ᖌ・┳護ᖌが戸ูゼၥ。 

ཷ
入
⮬

య 

・会津若松市社協が大熊町௨እの

避難自治体の住Ẹ（ᛂᛴ௬タ住

宅・上䛢住宅、復興公営住宅を

対象）に対して実施。 

・対象者のニー䝈にᛂ䛨てゼၥ㢖度

をኚ䛘ている。䠝䝷ン䜽はᙅの㧗

㱋者等で１㐌㛫に１ᅇ、䠞䝷ン䜽は

⊂居㧗㱋者等で１䞄月に２ᅇ、䠟䝷

ン䜽は１䞄月に１ᅇ、䠠䝷ン䜽は数䞄

月～༙年に１ᅇ程度。 

・いわき市社協が、ᛂᛴ௬タ住

宅・上䛢住宅等の入居者に、

戸ูゼၥに䜘る見守り、生活・

ᗣ相談等を実施。 

・復興公営住宅に入居し䛯場ྜ

は、本人のᕼᮃが䛒䜜䜀継続し

て実施。 

組みの特徴として、避難自治体の社༠に対し、２か᭶に

１ᅇの㢖度で同行ゼ問するよう要ㄳしている。また、２

か᭶ᅇ᭶に１ᅇ、会ὠⱝᯇᕷ社༠、避難自治体の社༠、

心のケアࢱࣥࢭー、コミュニティ交ὶဨ等の関係者が一

同に会した連⤡会を㛤ദし、ሗの共有化をᅗっている。 
避難者の㞟中するいわき地区では、多くの避難自治体

が社༠ᶵ能を⨨いて┤᥋見守り・生活┦ㄯを行っている

が、ྛ避難自治体の避難者ᩘ・生活┦ㄯဨのேဨ㓄⨨等

によりゼ問㢖度にはバラࢶキがある。一方、ᾉỤ⏫は同

地区に社༠ᶵ能がなく１㸷）、福島県┦ಖ福♴事ົ所に

౫㢗して対応している。なお、C 団地では現在、避難自

治体の社༠、いわきᕷ社༠、コミュニティ交ὶဨでሗ

共有のための連⤡会㆟を᭶１ᅇ㛤ദしているが、ᾉỤ⏫

社༠はཧຍしていない。入居者のᏳ心居住の☜ಖのため

には、ての避難自治体の社༠、コミュニティ交ὶဨ等

の関係者の連携での見守り・生活┦ㄯ体ไの構築と、連

⤡・ㄪ整体ไのᙉ化をᅗっていくことが課題と⪃える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見守り・生活相談 

見守り・生活相談 

ᅗ㸳 復興公営住宅入居者へのぢᏲ࣒࣮࢟ࢫࡾ㸦ὠᆅ区㸧 

ᅗ㸴 復興公営住宅入居者へのぢᏲ࣒࣮࢟ࢫࡾ㸦ࡁࢃ࠸ᆅ区㸧 

大熊町Ẹ 富岡町Ẹ 双葉町Ẹ 浪江町Ẹ 

会津若松市（受入自治体） 

・大熊町௨እの町ᮧからの౫㢗に䜘り、会津若松市

の生活支援相談員が実施。対象者のニー䝈にศ

䛡て、䝷ン䜽をศ䛡、㢖度をኚ䛘る。 

・2 か月に 1 ᅇ、避難元自治体の社協と同⾜ゼၥ 

避難自治体（社協の生活支援相談員） 

・市内にᣐ点を䛚き
実施 

・対象者にᛂ䛨て、ゼ
ၥ 㢖 度 を ኚ 䛘 る
（㐌 1 ᅇ䠋月１ᅇ䠋
3 か月に１ᅇ） 

大熊町 

・郡山市にᣐ点を䛚き、
㧗㱋者を୰ᚰに実施予
定（月１ᅇ） 

・会津若松社協、大熊町
社協と連携し、入居者
のゼၥ時の情報を入ᡭ 

 

富岡町 

・基本は会津若松
市社協に౫㢗。 

・2 か月に１ᅇ程
度、会津若松市社
協に同⾜ゼၥ 

 

双葉町 浪江町 

見守り・生活相談 

㻭 団地・㻮 団地 

コミュニティ交流員 

・᪥ᖖのコミュニティ
形成の支援活動の
୰で᪥䚻の≧ἣの
☜ㄆ 

見守り・生活相談 ≧ἣ☜ㄆ （見守り） 

いわき市（受入自治体） 
・୍時提供住宅入居者に対してಶ
ูゼၥし、見守り・ᗣ相談等 

・復興公営住宅に入居し䛯ୡᖏ䜒
ᕼᮃが䛒䜜䜀継続してゼၥ 

避難自治体（社協の生活支援相談員） 

・市内にᣐ点を置き実
施。ゼၥ㢖度は 2 か
月に１ᅇ程度 

・対象者にᛂ䛨て、ゼ
ၥ㢖度をኚ䛘る（㐌
1 ᅇ䠋月１ᅇ䠋3 か
月に１ᅇ） 

大熊町 

・市内にᣐ点
を䛚き実施。
ゼၥ㢖度は
㐌 1 ᅇ程度、
⊂居㧗㱋者
は数᪥に１ᅇ
程度 

富岡町 双葉町 浪江町 

見守り・生活相談 

䠟団地 

コミュニティ交流員 

・᪥ᖖのコミュニティ
形成の支援活動
の୰で᪥䚻の≧
ἣの☜ㄆ 

見守り・生活相談 

・市内にᣐ点
を䛚き実施。
ゼၥ㢖度は
３䞄月に 1 ᅇ
程度（ᙜึは
月 2 ᅇの㔜
点ゼၥ） 

見守り・生活相談 見守り・生活相談 

福島県相双
保福祉事
務所 

・保ᖌ、┳

護ᖌが実施 

・福島県
相双保
福祉
事務所
に౫㢗 

 

大熊町Ẹ 富岡町Ẹ 双葉町Ẹ 浪江町Ẹ 
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�.� ㆤண㜵ࢫࣅ࣮ࢧのᐇ状ἣと課題 

 入居高齢者等の心㌟・生活ᶵ能のప下を予防し、自立

したᬽらしを支えるためには、コミュニティ活動を通じ

た㛢じこもり防Ṇにຍえて、介護予防の体᧯ᩍᐊ・ၨ発

等の介護予防（一ḟ予防）サービスの提供がồめられる。 
⾲㸶は会ὠ地区及びいわき地区の避難自治体による介

護予防サービスの実施状ἣと、受入自治体における支援

状ἣを示したものである。また、会ὠ地区及びいわき地

区の復興公営住宅の入居者に対する介護予防サービスの

提供スキー࣒を整⌮したのがᅗ㸵及びᅗ㸶である。 
会ὠ地区では、大⇃⏫が A 団地の㞟会所で、介護予防

体᧯ᩍᐊ（᭶１ᅇ）、ᗣᩍᐊ（ᩘか᭶に１ᅇ程度）を実

施しているが、の避難自治体での取組みはない。大⇃

⏫の介護予防体᧯ᩍᐊ等はの避難自治体の入居者もཧ

ຍྍ能としているが、大⇃⏫ദのため⏫の避難者の

ཧຍはない２㸮）。一方、受入自治体の会ὠⱝᯇᕷは、ᕷ内

ྛ地区の公民㤋やコミュニティࢱࣥࢭー等で、ᕷ民ྥけ

の介護予防ᩍᐊを㛤ദしており、原発避難者もཧຍྍ能

としているが、実態として⏝はされていない２１）。この

ため、㝈られた福♴㈨※を᭱大㝈活⏝し、復興公営住宅

の入居者が⏝しやすいしくみ࡙くりが課題とゝえる。 
一方、いわき地区の C 団地では、コミュニティ交ὶဨ

の⏬・ㄪ整の下で、受入自治体の㈨※を有効活⏝した

サービス提供が進められている。避難自治体による住民

を対㇟とした介護予防サービスは提供されていないが、

いわきᕷの住民ཧຍᆺ介護予防事ᴗによるࢩルバー体᧯

ᩍᐊと、地域㝔のᑓ㛛家（ࣜハビࣜテーࣥࣙࢩ）によ

る介護予防体᧯ᩍᐊが、ྛ᭶１ᅇࡎつ㛤ദされている。

また、体᧯ᩍᐊの㛤ദにあわせて、福島県┦ಖ福♴

事ົ所いわき出ᙇ所のಖᖌ・┳護ᖌによるᗣᩍᐊ（

ᗣㅮヰ・⾑ᅽ 定等）が㛤ദされている。こうした既Ꮡ

㈨※の連携による取組みをての復興公営住宅にᒎ㛤し

ていく必要があるが、課題は体᧯ᩍᐊ等の㛤ദ㢖度を高

め、介護予防の効ᯝをより高めることである２２）。ཧ⪃と

なるのが、いわきᕷ内の応急仮設住宅地域等で実施され

ている「４⏫連携による介護予防事ᴗ」である（ᅗ㸷）。

いわきᕷ内に大㔞の避難者がいる富ᒸ⏫・大⇃⏫・ⴥ

⏫・ᾉỤ⏫の４⏫では、福♴㈨※は㝈られ、⏫༢独では

㢖度の高い介護予防体᧯ᩍᐊ等の㛤ദは難しい。そこで、

福島県┦ಖ事ົ所いわき出ᙇ所がㄪ整ᙺをᢸい、４

⏫が連携・⿵し、ྛ⏫が提供する介護予防サービスを

⏫の避難者も⏝できるようにしている。こうした避

難自治体のཧ⏬・連携の取組みは、いわき地区ࡔけでな 

⾲㸶 㑊㞴⮬య➼ࡿࡅ࠾ㆤண㜵ࢫࣅ࣮ࢧのᐇ状ἣ 

㑊
㞴
⮬

య 

大熊町 

（会津

地区で

実施） 

・㻭 団地の㞟会所を⏝いて、介護予防体᧯・ᗣᩍᐊを実

施。㢖度は介護予防体᧯は月に１ᅇ、ᗣᩍᐊは平ᆒする

と数䞄月に１ᅇ程度。 

・㻮 団地の住Ẹ䜒利⏝できるが、期は利⏝⋡がపい。 

ཷ
入
⮬

య 

会津 

若松市 

・市Ẹ向䛡の介護予防ᩍᐊ（地域ໟ括支援䝉ンターがྛ地区

の公Ẹ㤋䜔コミュニティ䝉ンター、町内会㤋等で開催）等を

実施。ཎ発避難者䜒୍⯡市Ẹと同ᵝに利⏝はྍ⬟。 

いわき 

市 

・住Ẹཧ加ᆺ介護予防事業として、㣴成し䛯体᧯指導士を自

ⓗ活動をする地域にὴ㐵する䝅䝹バー体᧯ᩍᐊを実施。 

㛵
ಀ
ᅋ
య 

いわき 

地区 

・地域の生協㝔（通所リ䝝ビリテー䝅䝵ン）が、いわき市内

の復興公営住宅の㞟会所で介護予防体᧯を開催。 

・県双相保福祉事務所いわき出張所が、復興公営住宅で

開催䛥䜜る体᧯ᩍᐊにే䛫て、ᗣㅮヰ等を実施。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᅗ㸶 復興公営住宅入居者へのㆤண㜵ࢫࣅ࣮ࢧᥦ౪の 

 ᆅ区㸧ࡁࢃ࠸㸦࣒࣮࢟ࢫ

ᅗ㸵 復興公営住宅入居者へのㆤண㜵ࢫࣅ࣮ࢧᥦ౪の 

 㸦ὠᆅ区㸧࣒࣮࢟ࢫ

出所：ྛ⮬యの㧗㱋⪅ㆤ部局へのヒアリング結果➼より作成

ᅗ㸷 㸲⏫㐃ᦠࡿࡼㆤண㜵ᴗの࣒࣮࢟ࢫ㸦ᐩᒸ⏫ദ㸧

䠙 

 ᐩᒸ⏫ ⇃⏫ ᾉỤ⏫ ⴥ⏫ ࠙福♴㒊ᒁࠚ 

福島県┦ಖ福♴ົᡤࡁࢃ࠸ฟᙇᡤ 㸺ㄪᩚ❆ཱྀ㸼 

 ࠙ᐩᒸ⏫ࠚ 

ᛂᛴ௬タ住宅

の㞟ᡤ➼࡛

ᴗᐇ 

࠙㑊㞴者ࠚ 

⏫の㑊㞴者ࡶཧຍྍ⬟㸦㈝⏝ࡣദ⮬యࡀ㈇ᢸ㸧 

ձ⏬ մཧຍ者㐃⤡ 

ղ㛤ദ㏻▱ ճཧຍ⏦㎸ 

⇃⏫ ᾉỤ⏫ ⴥ⏫ 

  

避難自治体 

・㻭 団地の㞟会所で、介護予防体᧯
（月１ᅇ）、ᗣᩍᐊ（数か月に１ᅇ
程度）を実施 

大熊町 富岡町、双葉町、浪江町 
・復興公営住宅の㞟会所等を⏝い
䛯入居者への介護予防活動はᮍ
実施 

㞟会所 

（介護予防ᩍᐊの開催） 
大熊町Ẹ 

富岡町Ẹ 双葉町Ẹ 

浪江町Ẹ 

大熊町Ẹ௨እの

ཧ加䜒ྍ⬟ 

ཧ加 

ཎ発避難者䜒୍⯡市Ẹ同ᵝにཧ加ྍ⬟ 

㻮 団地
の入居
者 

 

市Ẹ向䛡の介護予防の開催 

㻭 団地 
 

 

䠙 

䛆ㄢ㢟䛇 

・ 開 催㢖
度 が ᑡ
䛺い。 

・ 大 熊町
௨ እ の
町 Ẹ が
ཧ 加 し
にくい。 

・介護予防ᩍᐊ、いきいきわくわく介護予防ᩍᐊ 
・介護予防ㅮᗙ 

会津若松市（受入自治体） 
・避難者がཧ加しにくい 
・復興公営住宅からの会
場䜎での⛣動ᡭẁがᢸ
保䛥䜜てい䛺い 

䛆ㄢ㢟䛇 

ཧ加 

   

 
㞟会所 

（介護予防ᩍᐊの開催） 大熊町Ẹ 浪江町Ẹ 

富岡町Ẹ 双葉町Ẹ 

ཧ加 

大熊町、富岡町、双葉町、浪江町（避難自治体） 

・復興公営住宅の㞟会所等を⏝い䛯入居者への介護予防活動はᮍ実施 

㻯 団地 

・ᗣᩍ⫱の実施

（ᗣㅮヰ、⾑ᅽ

 定等のᗣ䝏

䜵䝑䜽等） 

福島県相双 

保福祉事務所 

いわき出張所 

いわき市 

保福祉部 

・住Ẹཧ加ᆺ介護予
防事業に䜘る䝅䝹バ
ー体᧯ᩍᐊ 

・㣴成し䛯体᧯指導士
をὴ㐵、自ⓗ䛺介
護予防活動をᒎ開 

 通り་⒪ 

生活協同組ྜ 

・生協㝔（通
所リ䝝ビリテー
䝅䝵ン）のリ䝝
ビリᑓ㛛ᐙ等
に䜘るに䜘る介
護予防体᧯ 

 

吊
吶
吼
吢
吝
叺

ὶ
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く、会ὠ地区の復興公営住宅でもᒎ㛤される必要がある。

そのためには、ྛ⏫でのᢸいᡭの⫱成とദ⏫以外の住

民がཧຍしやすいしくみ࡙くりが課題と⪃える２３）。 
 

㸳㸬ࡲとࡵとᚋの課題 

 本稿では、福島県の復興公営住宅を対㇟とし、第一に、

コミュニティ形成や自治会⤖成について、コミュニティ

交ὶဨが地区・団地の特性に応じたᵝࠎな工ኵをจらし

支援している実態を明らかにした。課題としてにḟの

⤖ㄽをᚓた。ձコミュニティ形成については、交ὶ㢖度

のᑡない者の交ὶ会等へのཧຍをಁすしかけと、ᵝࠎな

者が自⏤にཧຍできる交ὶのしくみ࡙くりが重要となる。

また、㞟会所のないᑠつᶍ団地ではึ動期のコミュニテ

ィ形成・住民交ὶが大きな課題であり、復興公営住宅の

入居者特性からは、㞟会✵間の設⨨がྍḞである。ղ

自治会⤖成については、」ᩘの避難自治体が入居する大

つᶍ団地における連合自治会の⤖成の㊊୪みをᥞえるこ

とと、地域⏫内会とのẁ㝵的な関係࡙くりが課題である。 
 第に、高齢化のⴭしい入居者構成を㋃まえ、見守り・

生活┦ㄯ、介護予防の提供の実態を明らかにした。課題

としてにḟの⤖ㄽをᚓた。ճ見守り・生活┦ㄯについ

ては、受入自治体の社༠や避難自治体自らな、地区に

よって提供体が大きく異なっている。しかし、サービ

スはపỈ‽であり、その充実化にྥけては、避難自治体

及び受入自治体の社༠、コミュニティ交ὶဨ等の連携に

よるサービス提供とሗ共有体ไのᙉ化が課題である。

մ介護予防についても、地区によって提供体が大きく

異なるが、サービス提供が行き届いていない避難者がい

るな、さらにపỈ‽である。効ᯝ的で充実したサービ

ス提供にྥけては、ᢸいᡭの⫱成をᅗりつつ、避難自治

体のཧ⏬と受入自治体との連携ᙉ化により、㝈られた㈨

※の有効活⏝による提供体ไ࡙くりが課題である。 
また、本稿で対㇟とした、「コミュニティ形成」、「見守

り」、「介護予防」はそれࡒれ異なる体により提供され

ているが、居住のᏳ心の☜ಖにྥけては、コミュニティ

交ὶဨの⏬・ㄪ整のもと、サービス提供者の連携体

ไを構築していくことも大きな課題と⪃える２４）。 
なお、ᚋの研究課題としては、本対㇟団地での間

㍈での取組みのኚ化をศᯒする必要がある。また、本稿

では扱っていない入居者ニーࢬの実態把握とそれにᇶ࡙

くサービス提供のホ౯を行う必要がある。こうした成ᯝ

を㋃まえ、ᚋ供⤥が本᱁化する復興公営住宅における

入居者の生活を支える支援体ไの方策を提したい。 

ὀ 
1� ྛ⏫ᮧの┤㏆の避難者ᩘ（ྛ⏫ᮧ +3 による。+28 年 �㹼�᭶現在）
は、富ᒸ⏫ 1�,019 ே、大⇃⏫ 10,�9� ே、ⴥ⏫ �,9�8 ே、ᾉỤ⏫
20,8�2ே、㣤⯓ᮧ �,70�ேで、ィ�ே以上がィ⏬避難している。 

2� 福島復興再生特ูᥐ⨨ἲにᇶ࡙き整備される住宅。ไ度上は災害公
営住宅と同ᵝであるが、福島県では「復興公営住宅」と⛠している。
整備戸ᩘは「第ḟ福島県復興公営住宅整備ィ⏬�平成 2�年 12᭶�」
及び復興ᗇ「住まいの復興工程⾲�平成 27年 �᭶ᮎ現在�」による（こ
のᩘには原発被災⏫ᮧ等が整備するᕷ⏫ᮧ営の住宅もྵまれる）。 

�� 復興ᗇ・福島県・原発被災自治体の共同で実施されている住民ពྥ
ㄪᰝの平成2�年度第 2ᅇㄪᰝによると、ྛ 原発被災自治体とも年齢
が高くなるにつれ復興公営住宅の入居ᕼᮃがቑえる（ᩥ⊩ 4ཧ↷）。 

4）えࡤ、な研究ㄽᩥとして、ᩥ⊩1㹼ᩥ⊩�がある。 
�）高い☜率で発生が予想されている㤳㒔ᅪ┤下ᆺ地震な、ᚋの広
域的な避難の発生が想定される大つᶍ災害における災害公営住宅
整備に対して本研究は有⏝な▱見を提供するものと⪃えられる。な
お、福島県の復興公営住宅を扱ったものにᩥ⊩ 4 があるが、復興公
営住宅の㟂要や整備方㔪を中心にሗじており、コミュニティ交ὶဨ
の活動や介護予防等のヲ⣽はゐれていない。また、福島県内の地震・
ὠἼ被災者ྥけ災害公営住宅を扱ったものにᩥ⊩ � があるが、本研
究とは異なり、༢独自治体の被災者ྥけ公営住宅であり、ࢢループ
入居以外によるコミュニティ形成以外については扱われていない。 

�� 福島県の「生活拠点コミュニティ事ᴗ」として実施され、事ᴗの㈈
※には「コミュニティ復活交㔠（福島再生ຍ㏿化交㔠）」の関連
ᇶ┙整備等事ᴗ「被災者生活支援事ᴗ」が⏝いられている。 

7）下ᅗはⓑ地ᅗᑓ㛛ᗑ（KWWS���ZZZ�IUHHPDS�MS�VWDBFRQ�OLVWAOO,WHPV�KWPO）
から入ᡭした福島県ᅗをⴭస者のᢎㅙをᚓてຍ工したものである。 

8� 復興公営住宅には原๎㞟会所（ᑠつᶍ団地のሙ合は住Ჷ内の㞟会
ᐊ）が設⨨されることとなっている。たࡔし、㏆㞄に既設県営住宅
の㞟会所や地区㞟会所等がある団地には設⨨されないሙ合がある。 

9）コミュニティ交ὶဨは、入居㛤ጞᚋの᪩い期から地ඖ⏫内会と交
ὶᶵ会をᣢつ。ල体の期は団地・地域によって異なるが、受入に
ዲព的な会ὠ地区では、入居๓交ὶ会の㛤ദ๓ᚋからㄪ整している。 

10� 入居者の高齢化、᪂たなコミュニティ形成の点から、コミュニティ
交ὶဨも入居㛤ጞᚋ༙年を自治会⤖成の目Ᏻとしているという。 

11）高齢化するᑠつᶍな団地では、団地自治会と地域⏫内会が重構㐀
にならないように入居者に່めており、重構㐀となる団地の事
はない。しかし入居者の㑅ᢥの自⏤が㝖されているヂではない。 

12� 要ᮃを㋃まえ、㹀団地内にある✵き住戸１戸を㞟会ᐊとして活⏝す
る方ྥでの᳨ウが大⇃⏫から県にᣢࡕ上ࡆられている。 

1�� 交ὶ会は現在コミュニティ交ὶဨᑟであるが、ᑗ来的には住民の
自発的活動へと㌿し、ᣢ⥆的なコミュニティ形成に⧅ࡆていくこ
とも課題である。特にコミュニティ交ὶဨไ度の㈈※は国の交㔠
に౫Ꮡしており、ᑗ来的な事ᴗの⥅⥆性はᢸಖされていないᙜ㠃は、
団地内のࣜーࢲーの発᥀・⫱成に取り組ࡴ必要がある。 

14� コミュニティ交ὶဨがㄪ整し、⏫内会長に入居๓交ὶ会や入居ᚋの
交ὶ会等にཧຍしてもらい、⏫内会との関係࡙くりを進めている。 

1�� いわきᕷでは、住宅復興㟂要が大きく、ᕷ⾤地⦕辺部に大つᶍ団地
を整備せࡊるをᚓない。避難者の㞟中による㐨路・施設のΰ㞧等に
より、地ඖ住民の一部にᣄྰឤがあることも要ᅉの一つである。 

1�� ⾲４に示すとおり、入居ᙜึ点の高齢化率はA団地 �1㸣、&団地
は実に�7㸣である。入居㛤ጞされている復興公営住宅における入
居者の平ᆒ高齢化率は�0�4㸣である（+27年 9᭶現在）。  

17� コミュニティ交ὶဨは、戸ูゼ問による交ὶ会・ࣥ࣋トの内の
㓄ᕸ等を通じて、⦆やかな見守りのᶵ能もᢸっている。 

18� 大⇃⏫の⏫ᙺሙ、⏫社༠事ົ所は会ὠⱝᯇᕷに⛣している。会ὠⱝ
ᯇᕷでは大⇃⏫の避難住民はいわきᕷにḟいで多く、社༠を中心に
避難住民に対する見守り・生活支援サービスが提供されている。 

19� ᾉỤ⏫の住民は、福島ᕷ、本ᯇᕷ等の県中通りに多く避難し、⏫
ᙺሙ・⏫社༠事ົ所も本ᯇᕷに⛣している。社༠の⫋ဨも避難の
過程で㞳⫋するなし、マࣥࣃワー的にいわきᕷの避難住民への見
守り・生活支援サービスは、自⏫では対応できない状ἣである。 

20� 㛤ദ内は大⇃⏫の広ሗ⣬とࢭットで、大⇃⏫民ࡔけに㓄ᕸされて
いる。コミュニティ交ὶဨや自治会を通じて、大⇃⏫民以外にも
ሗ提供されているが、⏫の事ᴗであるため⏝が進ࢇでいない。 

21� 住民⚊を⛣していない避難住民もᕷ民扱いでཧຍྍ能であるが、㌴
をᣢたない高齢者には、復興公営住宅から㐲い介護予防体᧯の会ሙ
までの⛣動ᡭẁがない。⛣動バスの☜ಖ等が課題と指摘されている。 

22� 心㌟・生活ᶵ能のప下の予防には、᭶２ᅇの介護予防ᩍᐊの㢖度で
は㊊であり、高齢者の活発な生活のᨵၿになりにくい。 

2�� ᙜ㠃は、同じ⏫の住民同志や࣎ラࣥティア、なじみの生活支援┦ㄯ
ဨ・ಖᖌ等が同行して一⥴にཧຍするなの工ኵが必要である。 

24）㹁団地では、コミュニティ形成と４⏫༠ാ介護予防活動の連携をᅗ
るため、コミュニティ交ὶဨや社༠等の関係者による復興公営住宅
実ົ者会㆟を㛤ദし、関係体間のㄪ整体ไ࡙くりがጞまっている。 

ཧ⪃ᩥ⊩ 
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